
編集後記●今月の特集は「通信・情報処理分野におけ  

るORの実践」である．この数年でパソコンの利用方  

法が大きく変化したことはいうまでもない．ネットワ  

ーク上に流れる情報の質は急速なニーズの変化に伴い，  

その内容はテキストから画像・音声・動画と変化して  

おり，情報の量も増加している．もちろんその背後で  

は新しい77ロトコルが用いられている．昨年はISDN  

加入数が大幅に増大し，一般家庭にも普及した．今回  

の特集は通信回線や中継装置などの通信インフラの計  

画・保守・運用の場面で急速に変化する環境に適応す  

べく，ORの手法が中心的な役割を占めていることを  

改めて認識させてくれた．  

●資源の有効利用は以前からしばしば議論の対象にな  

ってきた．このような問題にOR手法が適用されてき  

た事例は枚挙にいとまがない．インターネットを支え  

る通信技術では，回線容量の確保や，IPアドレスの不  

足が深刻な問題となっている．このような通信分野に  

おける資源のマネジメントにもORが用いられるのは  

自然な発想かもしれない．  

●「新しいパゾコンを買いたいのだけれど，どんな機  

種がお勧めですか？」という質問を受けることがある．  

すぐに新しい機種が発表されるかもしれないし，納期  

が長く，手元に届いたときには，一世代前の機種にな  

ってしまうかもしれない．もちろん予算にも制限があ  

る．今買うべきか，延期すべきか？何やら，満期が延  

長可能なオプションのような話である．情報システム  

のユーザ側の意思決定こそ実践的なOR的発想が必要  

とされる場なのかもしれない．  （葛山康典）  
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